
今
年
度
、
鶯
沢
小
学
校
５
年

生
15
名
は
、
10
月
か
ら
12
月
の

３
回
に
わ
た
り
福
祉
体
験
学

習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

車
い
す
体
験
で
は
、
日
常
生

活
で
は
苦
と
し
な
い
小
さ
な

段
差
や
扉
の
開
け
閉
め
の
大

変
さ
を
体
験
。
白
杖
体
験
で

は
、
目
隠
し
を
し
た
ま
ま
で
の

階
段
の
昇
り
下
り
を
行
い
、
介

助
す
る
側
と
さ
れ
る
側
の
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
高
齢
者
疑

似
体
験
で
は
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
や

ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し
、
音
の
聞

こ
え
に
く
さ
や
体
の
動
き
の

不
自
由
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

点
字
体
験
で
は
、
築
館
在
住
の

講
師 

佐
藤
伸
也
さ
ん
か
ら
、

自
身
の
生
い
立
ち
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
実
際
に

点
字
を
打
つ
こ
と
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

多
く
の
福
祉
体
験
を
通
じ
、

障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
２
月
１
日 

発
行

82

鶯
沢
支
所
（
栗
原
市
鶯
沢
南
郷
下
久
保
21
番
地
１
）

歳末見守りひと声運動を実施しました！
鶯沢支部地域支援事業

（歳末たすけあい募金配分事業）

心を込めてメッセージ
カードを作りました！
おじいちゃん・おばあ
ちゃん、元気でいてね！

元気に過ごして
くださいね

あらぁ、
ありがとね～

鶯
沢
小
学
校
福
祉
体
験
学
習

車いすに乗ったまま
手洗いに挑戦。

白杖体験

高齢者疑似体験
セットを装着し、

動きづらさを体験。

打った点字を
伸也さんに確認して
もらっています。

今
年
度
か
ら
栗
原
市
内
一
斉

に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
支

え
合
い
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目

的
に
「
歳
末
見
守
り
ひ
と
声
運
動
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

鶯
沢
地
区
で
は
、
12
月
１
日

（
水
）
か
ら
12
日
（
日
）
に
か
け
、
65

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

を
対
象
に
、
支
部
委
員
と
民
生

委
員
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
訪
問

し
ま
し
た
。

訪
問
の
際
に
は
、
日
用
品
や

鶯
沢
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
手
作
り
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
な
ど
を
お
渡
し
し
、

対
話
を
し
な
が
ら
近
況
や
体
調

な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しております。



11
月
28
日
（
日
）、「
区
長
杯
大
会
」

の
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
90
代
の
住

民
が
集
ま
り
、
得
点
が
入
る
と
大
き
な

拍
手
や
歓
声
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
子
ど
も
会
の
行
事
で
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー

ル
も
い
い
か
も
！
」
と
、
子
ど
も
を
中

心
と
し
た
会
話
の
中
、
に
ぎ
や
か
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

　
生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
鶯
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
電
話
相
談

開

設

日 

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間 

８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》 
栗
原
市
社
協
鶯
沢
支
所

 
電
話
：
55-

２
８
３
４

開

設

日

開
設
時
間

９
時
30
分
～

11
時
30
分

2
月
9
日（
水
）

3
月
9
日（
水
）

駒場上地区社協 会長 千葉長悦

～地域のお宝～

子ども達大活躍！
みんなの笑顔が

ほころんでいました。

多
年
に
わ
た
り
、
栗
原
市
の
社
会
福

祉
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様

を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
機
会

と
し
「
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
式
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仙
台
市

で
開
催
さ
れ
た
第
67
回
宮
城
県
社
会
福

祉
大
会
も
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
受
賞
者
の
皆
様
へ
表

彰
状
の
伝
達
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
と
「
共
に
支

え
、
共
に
助
け
合
い
、
共
に
生
き
る
」

地
域
の
創
造
を
基
本
理
念
と
し
、
「
住

民
参
加
型
の
社
会
福
祉
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
受
賞
者
紹
介
〜（
敬
省
略
）

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

〈
表
彰
状
〉

　
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

　
　
髙
　
橋
　
か
ほ
る
（
日
向
）

　
推
進
委
員
功
労
者

　
　
髙
　
橋
　
利
　
子
（
日
向
）

　
　
平
　
賀
　
き
よ
え
（
堰
根
）

　
　
髙
　
橋
　
恵
　
子
（
袋
）

　
　
髙
　
橋
　
厚
　
子
（
袋
）

　
　
佐
々
木
　
き
み
江
（
袋
）

〈
感
謝
状
〉

　
役
員
功
労
者

　
　
千
　
葉
　
隆
　
夫
（
秋
法
下
）

　
推
進
委
員
功
労
者

　
　
髙
　
橋
　
宗
　
悦
（
八
沢
）

　
社
会
福
祉
事
業
篤
志
寄
付
功
労
者

　
　
佐
　
藤
　
一
　
男
（
駒
場
下
）

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

〈
表
彰
状
〉

　
福
祉
活
動
推
進
員

　
　
齋
　
藤
　
　
　
進
（
駒
場
下
）

宮
城
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

〈
表
彰
状
〉

　
奉
仕
功
労
者
表
彰

　
　
髙
　
橋
　
　
　
博
（
秋
法
上
）

　
　
伊
　
藤
　
ケ
　
イ
（
秋
法
上
）

　
　
及
　
川
　
敏
　
子
（
秋
法
上
）

令
和
三
年
度
社
会
福
祉
児
法
人
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
式

　
　
　
　
　
　〈開
催
日
：
11
月
25
日（
木
）
　会
場
：
一
迫
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
〉

＜鶯沢地区の受賞者及び役員＞

お詫びと

訂正

くりはらし社協だより第95号（令和４年１月１日付発行）において、一部誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

①令和３年度栗原市社会福祉協議会　特別会員・賛助会員の紹介 追加）花山地区　有限会社花山養殖（特別会員）

②令和３年度「福祉活動に関する標語・ポスター・書道」作品募集 誤）栗駒中学校２年 岡田陽太→正）栗駒中学校３年　岡田陽太

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しております。


